
区分 単位 １単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 3年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 演習

リスクの種類による医療安全対策　⑥入浴介助、温罨法

リスクの種類による医療安全対策⑦食事

災害対策・防災管理

医療安全とコミュニケーション

①正確なコミュニケーションの重要性

②医療事故防止のための多職種とのコミュニケーション

③医療事故防止のための患者、家族とのコミュニケーション

事例から学ぶ医療安全

・事例から医療事故の分析をし発表する

リスクの種類による医療安全対策　③医療機器関連

リスクの種類による医療安全対策　④輸血、浣腸

リスクの種類による医療安全対策

⑤点滴ライン、チューブ、ドレーン、カテーテル関連

リスクの種類による医療安全対策　⑤転倒転落

専門分野

医療安全

非常勤講師

医療事故の実態や背景要因を学習し、安全な医療・看護を提供するための方法が理

解できる。

1.看護者の責務が理解できる。

2.医療安全の知識が身につく。

3.事故防止の方法を理解できる。

授業内容

学習内容

①医療事故と医療安全の定義

②国の医療安全対策

①組織の医療安全対策

②看護職の法的責任と看護職賠償責任保険制度

医療安全のマネジメント

①看護マネジメントと医療安全

②医療安全のしくみと医療安全管理者と看護管理者の協働

看護師が関与した医療事故ヒヤリ・ハット

リスクの種類による医療安全対策　①患者誤認

リスクの種類による医療安全対策　②薬剤関連



15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

新体系看護学全書　看護の統合と実践①　看護実践マネジメント/医療安全　メヂカルフレンド社

成績評価の方法

筆記試験100％

備考

合同授業で行う

まとめ（前半45分）/試験（後半45分）


